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１人に３こずつ  
⇒３こずつまとめて

とって、何人分で
きるか  

３のまとまりが４つ
できる  
⇒４人に分けられる  

  第３学年１組 算数科学習指導案                           日 時 令和５年６月１６日（金）第５校時  

                                                          場 所 小学校 ３年１組教室  

 
１ 単元名  「わり算」  
 
２ 単元目標 除法の意味について具体物の操作をもとに理解し、場面を除法の式に表すことができる。また、除法の答えの求め方について具体物の操作や乗法をもとに考え、 
       除数と商が１位数である場合の除法の計算をすることができる。 

 
３ 既習内容との関連と、本単元の評価規準 

【前単元までに身に付けてきた内容】     【本単元の評価規準】                                【今後の学習へのつながり】 

１年  ９ ３つのかずのけいさん 
・具体物に等分し、図や式に表すこと 

２年 １０ かけ算 
   １１ かけ算九九づくり 
   １５ かけ算のきまり 
 ・乗法の意味と式表示、計算 
 ・乗法九九の構成と計算 
３年  １ かけ算 
 ・乗数や被乗数が０、１０の場合の乗法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

知識・技能  思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度   
 
 
 
 
 
 

３年  ９ いろいろなわり算 
 ・乗法九九１回適用のあまりのあるわり算 
 ・あまりと除数の大小関係 
 ・あまりの処理 
３年 １０ 大きな数のわり算 
 ・除数が１位数で商が２位数の除法 
４年  ２ わり算の筆算 
 ・２、３位数÷１位数の計算原理、方法、筆算 

・除法の確かめ 

・除法の意味（等分徐、包
含徐）を理解できる。 

・場面を除法に表すことが
できる。 

・除数と商が１位数である
場合の除法について、乗
法九九を用いて答えを求
めることができる。 

・数量の関係や分け方に着目し
、等分徐、包含徐の意味や答
えの求め方を具体物の操作や
既習の乗法、減法や図を基に
考え、説明できる。 

・除法の意味や計算の仕方につい
て、具体物の操作や乗法などか
ら捉えようとする。 

・身の回りから除法の場面を見出
すなど、除法の計算を生活や学
習に生かそうとする。 

４ 児童の実態（男子８名 女子７名）       ５ 学習過程の工夫 

 
６ 板書計画 

①  つかむ 
・学習の足跡（等分徐の考え

方）を掲示し、振り返ること
ができるようにしておく。 

・分かっていることに直線、聞
いていることに波線を引き、
前時までの学習との違いを明
確にさせることで、児童が解
決すべき課題を自分で見出せ
るようにする。 

②  考える 
・①既習事項の掲示②ヒントコ

ーナーの設置③ICT を用いた
意見の共有  を行うことで、
個々の学習状況に応じた学び
方を選択できるようにする。 

・“考え方”を説明させること
で、根拠を明確にした意見づ
くりができるようにする。 

③  深める 
・①順序を表す言葉（まず～次に～な

ど）②理由（どうしてかというと～）
の２点にこだわり、筋道立てた説明が
できるようにする。 

・①相手の方を向く②ポイントを指さす
③「ここまでいいですか」と聞く、の
３点にこだわることで、相手意識をも
った説明ができるようにする。 

④  まとめる 
・「さらに考えよう」を用

い、具体物の操作と除法
の式とを対応させて捉え
ることができるようにす
る。 

・NEW!GIFUWeb ラーニング
を用いて、学習の定着を
はかる。 

〈レディネス及び事前アンケートの結果〉 
①  乗法九九をもとに乗数を求める（全４問） 
  例）３×□＝１８ 等 
   正答         １１名 
   １問誤答        ２名 
   ２問以上の誤答     ２名 
②  乗法九九をもとに被乗数を求める（全４問） 

例）□×２＝１６ 等 
 正答         １０名 
 １問誤答        ２名 
 ２問以上の誤答     ３名 

③  乗法の場面の式表示（全１問） 
問）子供が６人います。１人に２ dL ずつ
ジュースをあげます。ジュースは全部で
何 dL いりますか。 
 正答          ８名 
 乗数と被乗数が逆    ３名 
 誤答・無回答      ４名 

④  簡単な等分徐の場面の理解（全１問） 
問）６このおはじきを３人で同じ数ずつ
分けると、１人分は何個になりますか。 
 正答         １１名 
 誤答          ２名 
 無解答         ２名 

⑤  簡単な包含徐の場面の理解（全１問） 
問）８冊のノートを、１人２冊ずつ分け
ると、何人に分けられますか。 
 正答         １３名 
 無解答         ２名 

レディネスの結果から、九九の記憶が不完
全な児童が３名ほど見られる。百マス計算な
どを用いて九九の定着を図るとともに、各単
位時間については、九九の学習内容を前提と
して考えることができるよう、黒板に九九表
を掲示するなどの支援を行う。また、問題場
面を想起することに困難さを抱える児童もい
るため、具体物の操作をもとに、問題場面が
正しく捉えられるようにする。 

6/16 わり算  

も p.61 １          か                  ま 

  分かっていること いちごが１２こ、１人に３こずつ分ける  

  聞いていること  何人に分けられるか     【おはじきで考える】  

これまでとちがうところ  

      ・１人分の数が分かっている 
・何人に分けられるかを聞いている 

   〈学びのけいじばん〉 

いくつ分が分からないときは、どう

すればよいか。  

いくつ分をもとめるときは、図や式を使っ

て、まとまりがいくつできるかを求めると

いい。  

  

 

 

～既習事項の掲示～  

何人分かが分からない 
【ひき算で考える】  【かけ算で考える】 【アレイ図で考える】  

１人分が３こ  
３ずつまとめてひく  

３がいくつで１２  
３ × □ の か け る 数
（何人分）をふやす  

１人分が３こ  
３のまとまりがいく
つできるか  

どの考え方も…３のまとまりがいくつ分
できるかを考えている！  ポ  

今日の学習に使えそうな  
考え方はあるかな 

P62 の図  

P 6 2 の図  

アレイ図  
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７ 単元指導計画 

〇単元「わり算」における指導の核 
 児童は、本単元で初めて「除法」という演算方法を学習する。そのため、除法
とはどのような場面で用いられ、どのような意味をもつのかということについ
て、具体物や図をもとに理解することが重要となる。ここでいう除法が用いられ
る具体場面とは、大きく等分徐・包含徐の２つがある。 

等分徐とは、ある数量を等分したときにできる一つ分の大きさを求める場合
で、次のような場面が考えられる。 

【等分徐】１２個のあめを３人に同じ数ずつ分けると、一人分は何個になるか。 
式 １２÷３ 答え 一人４個ずつ 

包含徐とは、ある数量がもう一方の数量のいくつ分であるかを求める場合で、
以下のような場面が考えられる。 

【包含徐】１２個のあめを１人に３個ずつ配ると、何人に分けられるか。 
式 １２÷３ 答え ４人 

 どちらも除法の式としては同じものとなっているが、その商や除数が意味する
ものは異なっている。そのため、単に乗法九九を用いた除法の計算ができればよ
いのではなく、問題場面を想起させ、具体物をもとに考える活動を行い、除法の
もつ意味を理解させていくことが重要である。なお、等分徐と包含徐の意味の違
いは、具体物の操作に最も現れる。そのため、具体物の操作と式を対応させる活
動の中で、等分徐は「１個ずつ分ける」方法、包含徐は「まとめて分ける」方法
など、操作を表す言葉を用いて押さえていく。また、児童は第２学年の「かけ
算」において、乗法の意味を言葉の式で次のように表現している。  １つ分①×い
くつぶん②＝ぜんぶの数③ ここでいう①を求めるのが等分徐であり、②を求める
のが包含徐である。したがって、第２学年で学習した乗法の式の意味に立ち返
り、何を求めているのかを明確にすることで、等分徐と包含徐の違いを理解でき
るようにすることが重要である。 
 こうした除法の意味理解をもとにしながら、最終的には、除数と商が１位数で
ある場合の除法について、乗法九九を用いて答えを求めることができるようにし
ていく。 

〇本単元の評価規準 
【知識・技能】 
①  除法の意味（等分徐、包含徐）を理解できる。 
②  場面を除法に表すことができる。 
③  除数と商が１位数である場合の除法について、乗法九九を用いて答えを求め

ることができる。 
【思考・判断・表現】 
①  数量の関係や分け方に着目し、等分徐、包含徐の意味や答えの求め方を具体

物の操作や既習の乗法、減法や図を基に考え、説明できる。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
①  除法の意味や計算の仕方について、具体物の操作や乗法などから捉えようと

している。 
②  身の回りから除法の場面を見出すなど、除法の計算を生活や学習に生かそう

としている。 
〇評価方法 
・行動観察：机間指導等を通じて捉えた児童の活動の様子・発言・ノートの記 

述内容などの観察に基づいて評価する。 
・ノート分析：授業後に児童のノートやワークシートを回収し評価する。 
・ペーパーテスト：単元で学習した知識・技能などの内容が定着しているかを 

評価する。 
 ※記録に残す評価（観点別学習状況の評価）を行う機会は「◎」印で表す。 

 

  

小単元 一人分は何こ（等分徐） 

時数 １ ２ 

ね
ら
い 

本時の

ねらい 

等分徐の場面について、具体物の操作などを

もとに考える活動を通して、１つずつ分けると

よいことに気付き、等分徐の意味を理解して場

面を除法の式に表すことができる。 

 等分徐の場面について、答えを計算で求

める方法を考える活動を通して、等分徐の

答えは乗法九九を用いて求められることに

気付き、計算できる。 

評価

規準 

知① 

ノート分析 

思① 

行動観察・ノート分析 

態① 

行動観察・ノート分析 

知②③ 

ノート分析 
 

態① 

行動観察・ノート分析 

主なつまずき

とその手立て 

〇まとめて分けてしまう。（等分徐の意味

が理解できない） 

⇒見通しの段階で、「１個ずつとって分け

る」方法を全体確認する。おはじきを用

いることで、操作と照らし合わせて説明

できるようにする。 

〇問題場面の想像ができない。 

⇒黒板に具体物を示すことで、場面を視覚

的に捉えることができるようにする。 

〇乗法九九が定着していない。 

⇒教室前方に九九表を掲示し、必要に応じ

て活用できるようにする。 

指
導
内
容 

問題を提示する 

・教科書ｐ.５７の問題１を読む。 

 

 

 

・おはじきを使

って、１人分

が何個になる

かを考える。 
 →１人に１個ず

つ 分 け て い

く と 、 １ 人

分が４個のと

ころで１２個ぴったり分けられます。だ

から、1 人分は４個になります。 

教える 

 

 

 

 

まとめる 

 

 

 

見届ける  
・ｐ.５９鉛筆問題１に取り組む。 
→できた人は Web ラーニングに取り組む。 

問題を提示する 

・教科書ｐ.５９の問題２を読む。 

 

 

 

・九九を使ってわり算の答えを求める。 

 →図をかけ算の式にすると、□×５＝２０

の□にあてはまる数を求めれば、それが

２０÷５の答えになることが分かりま

す。□×５＝５×□だから、２０÷５の

答えは、５の段の九九で求められます。 

まとめる 

 

 
 

・鉛筆問題２を使って、九九を使ったわ

り算の答えの求め方を確認する。 

見届ける 

・ｐ.６０鉛筆問題３①に取り組む。 

→できた人は残りの問題に取り組む。 

 

か  １人分が分からないときは、どう
すればよいか。  

 

ま  １人分をもとめるには、１こずつ分けて

配るといい。わり算の式になる。  

１２このいちごを３人で同じ数ずつ分ける

と１人分は４こになります。このことを１２

÷３＝４と書きます。１２÷３や１８÷６の

ような計算をわり算といいます。  

か   わり算の答えを計算でもとめるには
どうすればいいか。  

 

ま  わり算の答えは、九九を使って求め
ることができる。  

教科書の図  

 
教科書の図  
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小単元 何人に分けられる（包含徐） ０や１のわり算 

時数 ３（本時） ４ ５ ６ 

ね
ら
い 

本時の 

ねらい 

包含徐の場面について、具体物の操作などを

もとに考える活動を通して、まとまりで分けて

いることに気付き、包含徐の意味を理解して場

面を除法の式に表すことができる。 

包含徐の場面について、答えを計算で求

める方法を考える活動を通して、包含徐の

答えも等分徐と同じように乗法九九を用い

て求められることに気付き、計算できる。 

等分徐と包含徐の問題を比較する活動を

通して、それぞれの問題場面の式は同じで

もその意味が異なることに気付き、図や言

葉を用いて説明することができる。 

０を割ったり１で割ったりする計算を考

える活動を通して、それぞれの場合がどの

ような場面を意味しているのかに気付き、

図や言葉を用いて説明することができる。 

評価

規準 

知① 

ノート分析 

思① 

行動観察・ノート分析 

態① 

行動観察・ノート分析 

知②③ 

ノート分析 
 

態① 

行動観察・ノート分析 

知① 

ノート分析 

◎思① 

行動観察・ノート分析 

態① 

行動観察・ノート分析 

知②③ 

ノート分析 
 

◎態① 

行動観察・ノート分析 

主なつまずき

とその手立て 

〇等分徐との違いが理解できない。 

⇒おはじきを分ける操作を行うことで、

「１個ずつ分ける」ことと「まとめて分

ける」ことの違いを視覚的に捉えられる

ようにする。 

〇問題場面の想像ができない。 

⇒黒板に具体物を示すことで、場面を視覚

的に捉えることができるようにする。 

〇乗法九九が定着していない。 

⇒教室前方に九九表を掲示し、必要に応じ

て活用できるようにする。 

〇等分徐と包含徐の違いが理解できない。 

⇒これまでの学習内容を具体物の操作方

法と共に黒板に掲示することで、具体

物の操作を伴った除法の考え方につい

て振り返ることができるようにする。 

〇０を割ったり（何もないものを割る）１

で割ったり（全体を１で割る）する計算

場面が想像できない。 

⇒他の整数の場面を例に挙げ、そこから一

般化していくことで、０や１の場合につ

いても理解できるようにする。 

指
導
内
容 

問題を提示する 

・教科書 p.６１の問題１を読む。 

 

 

 

・ お は じ き を 使 っ

て、何人に分けら

れるか考える。 
 →３こずつまとめて

分けると、4 人に

分けられます。 

・減法、乗法、アレイ図での考え方を示

し、どのように考えているか話し合う。 

 

 

 

教える 

 

 

 

まとめる 

 

 

 

見届ける 
・ｐ.６３鉛筆問題１に取り組む。 
→できた人は Web ラーニングに取り組む。 

問題を提示する 

・教科書ｐ.６３の問題２を読む。 

 

 

 

 

・九九を使ってわり算の答えを求める。 

→図をかけ算の式にすると、５×□＝２０の

□にあてはまる数を求めれば、それが２０

÷５の答えになることが分かります。だか

ら、２０÷５の答えは、５の段の九九で

求められます。 

まとめる 

 

 

 

見届ける 

・ｐ.６４鉛筆問題３、４①に取り組む。 

→できた人は残りの問題に取り組む。 

問題を提示する 

・教科書ｐ. ６５の問題３を読む。 

 

 

 
【カルロスの問題】 

 

 

 

 

 

【さくらの問題】 

 

 

 

 

 

・どちらも同じわり算の式になる 

・カルロスの問題は、１人分を求めてい

るから、かけ算は□×２＝６ 

・さくらの問題は、何人に分けられるか

を求めているから、式は２×□＝６ 

まとめる 

 

 

 

 

 

見届ける 

・ｐ.６５鉛筆問題５に取り組む。 

→できた人は Web ラーニングに取り組む。 

問題を提示する 

・教科書ｐ.１１９の問題４を読む。 

 

 

 

・図で考える 

 →図のよう    

に、０は 

いくつに 

分けても  

０である 

・式で考える（式とその意味） 

→６÷３＝２ ６個を３人で分けると

１人分は２個になる 

  ３÷３＝２ ３個を３人で分けると

１人分は１個になる 

  ０÷３＝０ ０個を３人で分けると

分けるものがないから１人分は０個 

まとめる 

 

 

 

・６個のケーキを１人に１個ずつ分けた

場合のわり算を考える。 

見届ける 

・ｐ.６６鉛筆問題１①④⑦に取り組む。 

 →できた人は残りの問題に取り組む。 

 

か  いくつ分が分からないときは、ど
うすればいいか。  

ま  いくつ分をもとめるには、図や式を使

って、まとまりがいくつできるかを求

めるといい。  

か  何人に分けられるかを求めるわり
算を計算でもとめるにはどうすれ
ばいいか。  

 

 

か  同じわり算になる２つの場面に
は、どんなちがいがあるか。  

 

か  ０のわり算は、どのように計算す
ればいいか。  

 

ま  何人に分けられるかを求めるわり

算も、九九を使って求められる。  

ま  わり算の式になる場合は、  

①  １人分の数を求めるとき  

②  何人に分けられるかを求めるとき  

があり、式は同じでも、考え方がち
がう。  

 

１２÷３の式で、１２を わられる
数、３をわる数という。  

ま  ０のわり算は、わる数がいくつで
あっても答えは０である。  

どの考えも「まとめて」分けている 

教科書の図  

教科書の図  

 

教科書の図  

 

教科書の図  

 

教科書の図  
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小単元 たしかめ問題 読み取る力をのばそう 評価テスト 

時数 ７ ８ ９ 

ね
ら
い 

本時の 

ねらい 

基本的な学習内容を理解しているか確

認し、それに習熟する。 

植木算について考える活動を通して、

「木の数」と「木と木の間の数」の関係

性に着目する中でその規則性に気付き、

図を用いて説明することができる。 

学習の定着を確認する。 

評価

規準 

知①②③ 

ノート分析 
   

◎思① 

行動観察・ノート分析 

◎態② 

行動観察・ノート分析 

◎知①②③ 

ペーパーテスト 

◎思① 

ペーパーテスト 
 

主なつまずき

とその手立て 

〇本単元の学習内容が定着していない。 

⇒黒板に本単元で学んだことを掲示する

ことで、いつでも振り返って確認がで

きるようにする。 

〇３０÷６と立式してしまう。 

⇒問題場面を図に起こして考えさせる。交

流活動を促すことで、仲間同士の話し合

いで気付けるようにする。 

 

指
導
内
容 

問題を提示する 

・教科書ｐ.６７～６８の 

確かめ問題に取り組む。 

 

 

教える 

 

・練習問題を大問ごとに取り組む。 

 

 

・大問ごとに各自で答え合わせをする。 

 

 

・できた児童は、周りの児童に支援を行

う。 

 

 

・練習プリントに取り組む。 

→できた人から GIFUweb ラーニング 

問題を提示する 

・教科書ｐ.６９の問題１を読む。 

 

 

 

・図を用いて考える 

 

 

 →図を使って考えると、木の数が６本

のとき、木と木の間は全部で５か所

になります。だから式は、 

   ３０÷５＝６ 

  だから答えは、６m になります。 

 

・木が７本の場合を考える 

 →木が７本だとすると、木と木の間は

全部で６か所になるから、 

   ３０÷６＝５ 

  だから答えは、５m になります。 

 →つまり、木と木の間の数は、木の本

数よりも１少なくなる！ 

 

問題を提示する 

・教科書ｐ.６９の問題３を読む。 

 →池の周りを考える場合は、木と木の

間の数と、木の本数は同じになる。 

  

発展させる 

・身近な場面を取り上げ、どんなわり算

の式になるかを考える。 

か  いろいろな問題にチャレンジしよう。  
か  いろいろな場面のわり算について

考えよう。  
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８ 本時のねらい 

包含徐の場面について、具体物の操作などをもとに考える活動を通して、まとめて分けていることに気付き、包含徐の意味を理解して場面を除法の式に表すことができる。  

９ 本時の展開（３／９） 

過程 学 習 活 動 指導・援助・評価 

つ
か
む 

 
 

 
 

／ 
 

 
 

考
え
る 

 
 

 
 

 

／ 
 

 

深
め
る 

 
 

 

／ 
 

 

ま
と
め
る 

１ 問題提示 
 
 

・分かっていることは「いちごが１２こ」「１人に３こずつ分ける」です。 
・聞いていることは「何人に分けられますか」です。 
・前は、「１人分は何こになりますか」でした。今日はもう１人分が分かっています。 
・前とはちがって、「何人に分けられるか」を聞いています。 

２ 課題設定 
 
 
３ 見通し 

・前の時間と同じようにおはじきを使えばわかりそう。かけ算や図を使ってもできそうだな。 
４ 個人追究 

【おはじきで考える】 
1 人に３こずつ配るので、１２ 

このおはじきから３こずつまとめ  

て分けていきます。 

そうすると、３のまとまりが４ 

つできるので、４人に分けられる 

ことが分かります。 

【減法を用いて考える】 
1 人に３こずつ配るので、１２から 

３ずつまとめて引いていきます。 

そうすると、４回引いたときに残り 

が０になるので、１人に３こずつわけ 

ていくと、４人に分けられることが分 

かります。 

【乗法を用いて考える】 
１人分が３こで何人にわけられるか 

を考えるので、３×□の式が１２にな 

るときの□を考えます。 

そうすると、３×４のときに１２に 

なるので、４人に分けられることが分 

かります。 

【アレイ図を用いて考える】 
1 人に３こずつ 

配るので、１２こ 

のアレイ図から３  

ずつまとめて分け 

ていきます。そうすると、３のまとまりが４つできるの

で、４人に分けられることが分かります。 

５ スクランブル交流→全体追究 
 ・おはじきの考え方は、３こずつまとめて分けています。 

・ひき算の考え方は、おはじきと同じで、３こずつまとめてひいています。 
・かけ算の考え方は、この前とはちがって、かける数を１ずつふやして考えています。 

 ・アレイ図の考え方は、おはじきやひき算と同じで、３こずつまとめて分けています。 
・どの考え方も、「３こずつまとめて分ける」という点が同じです。 

６ まとめ 
 

 
７ 包含徐の確認 
 
 
 
 → 
  →ポイントを確認したのちに「さらに考えよう」に取り組み、具体物の操作と式と繋げて押さえる。 

８ ｐ.６３鉛筆問題① →できた人から、プラスワンの問題及び GIFUweb ラーニングに取り組む。 

・学習の足跡（1 人分×いくつ分＝全部、等分徐の考え方）を掲示
し、振り返ることができるようにしておく。 

・分かっていることに直線、聞いていることに波線を引き、前時ま
での学習との違いを明確にさせることで、本時の学習課題につな
げる。 

・個人追究の際には、答えを求めることのみに焦点があたらないよ

う、以下のポイントを意識させる。 

 ３個ずつまとめて分けていることに着目することで、包含

徐の考え方を理解できるようにする。特に考え方をノートに

まとめる際には、図や言葉だけではなく、操作の順序が分か

るような記述を行うように促し、「まとめて分ける」という

操作の特徴が捉えられるようにする。 

・①既習事項の掲示②学びのアイテムの用意（おはじき・アレイ

図）③ヒントコーナーの設置 を行うことで、個々の学習状況に

応じた学び方を選択できるようにする。 

・“考え方”を説明させることで、根拠を明確にした意見づくりが

できるようにする。 
・相手意識をもち、筋道立てた説明ができるよう、交流活動の際に

は以下の４つの視点を与える。 

①  順序立てて話すこと。（まず、次に、それから～） 
②  これまでに学んだ算数キーワードを使うこと。 
③  ポイントを指し示しながら話すこと。 
④  かくにん言葉を使って話すこと。（ここまでいいですか。） 

・メタモジノートで自分の考え方を表明し、全体で共有ができるよ
うにする。その際に、 

①  考え方を確かにしたい人は同じ意見の児童同士 
②  考え方を広げたい児童は異なる意見の児童同士 

と交流するように伝え、目的意識をもって交流できるようにす
る。また、交流で得た新たな考えをノートに追加する時間をとる
ことで、交流を通して自分の考えを深められるようにする。 
 

・（深め）全体追究の際に「全ての考え方に共通するところは何
か。」と問いかけることで、いずれも３個ずつに着目し、３個の
まとまりで考えていること（包含徐の意味）を押さえる。 

・「さらに考えよう」を用い、具体物の操作と除法の式とを対応さ
せて捉えることができるようにする。 

・NEW!GIFUWeb ラーニングを用いて、学習の定着をはかる。 

 

＜評価規準＞【知識・技能】①（ノート分析） 

【思考・判断・表現】①（行動観察・ノート分析） 

【主体的に学習に取り組む態度】①（行動観察・ノート分析） 

課 いくつ分が分からないときは、どうすればよいか。  

 

問 いちごが１２こあります。１人に３こずつ分けると、何人に分けられますか。  

ま いくつ分をもとめるときは、「まとまり」で分けて、そのまとまりがいくつできるかを考える
とよい。  

 

ポ １２このいちごを１人に３こずつ分けると、４人に分けられます。このことをわり算の式で、  

  １２（全部の数）÷３（１人分の数）＝４（何人分） と書きます。  

  １２÷３の式で、１２をわられる数、３をわる数といいます。  

P62 の図  

P62 の図  
アレイ図  


